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わたしたちのまち

麻溝はいま…

◇人口18，678人（26人増）

男　9，亜3人（15人増）

女　9275人（11人増）

◇世帯数7，336世帯（20増）

令軸4年3月1日現在（前月比）

誰もが危険性を感じて
いた、その小さな声から

波動が起こり3年の時を
経て大願成就。大変嬉し
く思います。ご尽力を頂
いた皆様に感謝します。

ふけ或公私館長

横断歩道設置に対する
公民館と地域住民の熱意
がようやく実を結び安堵
しています。引き続き、

地域の安全安心のため取
り組んでまいります。

す長路ヰ由縁連合長
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横断歩道設置に至る経緯
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令和4年3月31日

市立麻満公民館発行

相模原市南区下溝
594番地6

Tel O42778－2277

Fax O42－778－2278

開所当初7人のご高齢者より「横断
歩道があったら助かります。何とかな
りませんか」とのお話をいただきまし
た。それから3年。公民館利用者、地

域住民、各種団体、地元議員など多く
の方々のご協力でついに設置に辿り着

きました。皆様に感謝すると共に県道
利用者の安全を確保でき安堵しました。

納戸あま甫公風館長

平成31年2月新館開所早々、車の合間を縫って県道を横断する

利用者や地域の方を目の当たりにし危険性を再認識。早急に対処

すべきであると地域の各種団体と情報共有、多くの要望も踏まえ

横断歩道設置に向けて動き出す。3回にわたり相模原南警察署へ

請額したが事態は進展せず、令和3年1月2，383名の設置要望の署

名を提出。令和3年7月設置決定、令和4年2月完成。
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冬㊥事業報告

今だからこぞ伝えたい
割り出す力・地域の力コロナ感染予防のた朗

オン弓イン開催

カメラを前に
熱のこもったパフォーマンス

巧みな話芸に引き込まれて

つる子さんの笑顔とパワーに元気をもらった・フアンになりました。ますますのご活躍をノ

今年は笑いから出発ができてよかっだ　　　・初めて生の落語に出会った。これからの人生

コロナで明るいことがないが、正月早々笑う　の糧にしたいと思った
ことで楽しく過ごせた　　　　　　　　　　・楽しかった。笑うって大切です相

生で聞く事か少ないのでまた企画して欲しい・落語を初めて聞き、奥が深いなあと思った

麻溝地区卓球大会し醇■1・‾∴■∴∴∴∴∵∵十∵
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催
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。
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く
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札からの事業案

鬱蘭売應麻帝地区市民健康まつり
轡粗随　　＆ポッチヤ体験教室

目　時　6月12日（白）午前9時′～11時

会　場　麻溝小学校体育館

対　象　館区内在住の小学生以上の方

内　容　ポッチヤ・体力測定等

定　員　20名（先着川舟

申　込　5月19日（木）午前9時′）

歴史講座二鎌倉初期の麻溝～

戯倉辟托勿静の臓士齢裁許を桑まで

6月19日（日）午前10時′）正午

麻溝公民館大会議室

館区内在住・在勤の方

30名（先着川舟

5月19日（木）午前9時′）

ホタル観察会　戦痕顔形　麻講地区ソフトボトル大会の

日　時　6月4日（土）午後6時（ノ

〔雨天中止〕

会　場　麻溝公民館大会議室

道保川周辺

対　象　館区内在住の小学生と

その保護者

※詳しくはHPをご覧ください

延期について

4月に予定していたソフトボール大会は

新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、秋に延期します。詳しくは館報・H⊃・

地域情報紙をご覧ください

※状況によっては中止・延期になる事業があります

今後の公民館情報をご確認ください

責苦書き二忘二二二三吉三三三吉

の・公尺鮎は、蟻ヤなノノか様々なことを様ヤなノバ灯用「†うところです．　∴十a
rCラ

成人講座
全3回

プログラム 

第 1 回 �もっとスマホを 
使ってみよう！ 
・基本操作 

・電子決済 

第 �・LINEなど の操作 

2 �講　師 

回 �麻溝公民館ム 大田浩さん 

第 3 �もっと知りたい！ 
ベトナムのこと 

講　師 

回 �さが制まら国際交流 
ラウンジ薦田クインさん 

く第3回つログラム〉　女性セミナー
全3由

1月29日（土）ベトナムの国土や

文化、日本との関わりなどの話

を聞きました。日々の暮らしの
こと、早朝から学校が始まるこ

とや技能実習生の現状などを知

り、ベトナムがより身近な国に

なったことでしょう。

プログラム 

第 �防災を意識 

1 �して毎日を 

回 �送ろう 

第 �心地よい 空間づくり 

2 回 �公開講座 
講師 整理収納アド′Vザー 

大森智美さん 

第 �免疫力アップ の講義と 
3 回 �実技（ヨガ） 

講師 
働・太極拳講師 

李梨喋さん 

く第I図7日グラム〉

1月26日（水）災害時における行

動や日常の備えなどについて学

習しました。その学びの中で受

講生は、日々防災を意識して過
ごすこと、そして自分の身は自

分で守ることの大切さを実感し
たようです。
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みなさんのお気に入りは？

動物たちを世界中の人たちへ

主人公の女の子と保護犬との
ステキな出会い

一般書

「52ヘルツのクジラたら」

町田そのこ
「白鳥とコウモリ」

東野圭吾
「ライオンのおやつ」

小川糸
「そして、バトンは渡さ

れた」　　　瀬尾まいこ
「オルタネート」

加藤シゲアキ
「彼方への挑戦」

松山英樹

「いまのわたuこできること」

作：リサ・パップ
訳　：菊田まりこ

出版社：WA＞E出版

引き続きコロナ対応に
ご協力をお願いいたし

ます　　　図書室職員

今年度の購入本191冊の

中から人気の本を

紹介します！

児童書
「かいけつソロリシリー

ズ」　　　　原ゆたか
「もりの100かいだてのい

え」　　　いわいとしお
「はらすき－」

あきやまただし
「みんならかってみんな

ステキ」　高橋うらら
「ぼくの弱虫をなおすに

は」　K・L・ゴーインク
「おさるのジョージうん

どうかいにでる」
M．＆卜LAレイ

「公民館ホームページ」

銀賞受賞′

〈受賞したホームページ〉

●n血止り障．・′il

座り心地はいかがですか？

次回の235号は、6月15日に発行いたします
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イ
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」
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公
民
館
で
実
施
す
る
事
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や
活
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広
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知
っ
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ら
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よ
う
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イ
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。
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。

「
銀
　
賞
」
　
　
麻
　
溝
公
民
館

「
銀
　
賞
」
　
　
大
野
南
公
民
館

「
奨
励
賞
」
　
　
上
鶴
間
公
民
館

「
奨
励
賞
」
　
　
大
野
中
公
民
館
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1
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が
適
用
さ
れ
、
公
民
館
で
は
飲
食
を
伴
う
事

業
や
小
中
学
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会
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と
す
る
事
業
は
当
面

の
間
行
い
ま
せ
ん
。
貸
室
利
用
時
間
は
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縮

を
行
わ
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通
常
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お
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で
す
。
ご
協
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お

願
い
い
た
し
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す
。
（
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港
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1
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土
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）
の
地
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文
化
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援
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、
被
災
地
の
復
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を
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岡
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ざ
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。

◇
木
製
ソ
フ
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を
ロ
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に
設
置

さ
が
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は
ら
津
久
井
産
材
が
、
東
京
聖
霊
岩
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

選
手
村
「
ビ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
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に
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
木

材
は
、
レ
ガ
シ
ー
利

用
と
し
て
木
製
ソ
フ
ァ

に
生
ま
れ
変
わ
り
公

民
館
ロ
ビ
ー
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
大
会

の
感
動
を
後
世
に
残

す
役
割
を
担
っ
て
い

ます。
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⑱

写
真
に
は
多
く
の
情
報
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
沈
み
が
ち
な
昨
今
で
す
が
、

皆
さ
ん
が
元
気
に
な
り
笑
顔
が
生
ま
れ
る
よ
う
な

写
真
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


